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アーカイヴ化されるナショナリズムの

シンボルとしての自然描写

一―ホセ・マルモル『巡歴者の歌』論 (2)

花 方 寿 行

4.過酷なる大地――政治状況のシンポルとしてのアルゼンチン描写

さて、前節で述べたように、第 3歌においてはプラジルの自然環境が典型的

なオリエンタルな楽園として描き出されているが、そこでは当初肯定的に捉え

られていたその官能性が、やがて人間精神に悪影響を及ぼし怠情にするものと

して否定的に評価されるようになっていた。これに対して対照的なものとして

提示されるのが、マルモルの祖国アルゼンチンの自然環境と、それが形成する

アルゼンチン人気質である。

“BaiO el cemt azul del mediodla/es Mnguida la luz y desmayada;/al SOl

el●O aluvO desaL,/y se clava en su frente la mirada//Siempre de azul y

blanco e1 6rmalnento,/COmo de una mtter la azul puplla/nos desplerta en

el alma el sentimiento/Si en el ca6s lsic]de la pasbn vacilar(62)・
1

「真昼の青き天頂の下、光は弱々しく力無い。太陽に気位高き日は挑み、

その額に視線を釘づける。女性の青き瞳の如く、常に青と自の天空は、情

熱の混沌にあって躊躇う時、我らが魂に感情を呼び覚ます。」

第 3歌冒頭部で太陽に挑んでいたアンデス山脈に住むコンドルは「盗賊」と

呼ばれていたが、ここで太陽を真っ向から見据えるのは「気位高きJアルゼン

チン人である。太陽光がプラジルと異なり弱いという説明はあるが、人間が自

然の影響に屈している直前のプラジルと対比する形で、アルゼンチン人の精神

的な強さを強調するものとなっている。そして空の色はまず「女性の青き瞳」

・ 以下本章における「巡歴者の歌J
″″&隆♂協αからのものであり、

の引用は、全てM4moL」Os`'Q、燃 物 ″続 υ″ iC´銘螂
煩瑣を避けるため、引用末に頁数のみを記すこととする。
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と結びつけられるが、続いて言及される「青と自」は、上空の青い空と自い雲

を指すと同時に、アルゼンチン国族の色でもある。この空=国旗こそが、「情熱

の混湖 から「我ら」を救う磁針なのだ。ここで呼び覚まされる「感情 senttnto」

は、やはり女性を原因の1つに数え上げていても、プラジルの官能性と結びつ

き混乱をもたらす「情熱 Pasbn」 ではなく、祖国アルゼンチンに結びつけられ

た「愛」国心である。

続く日没の表現においても、それぞれの国が引き起こす感情は区別して語ら

才じる。

“Y su pardo crep“ cuh agorero/de Vendaval y tempestad leJana,/no toCa

el coraz6n,toca severo/1oS pensamientos de la mente humanar(62)

「暴風と違い嵐め凶兆であるその薄暗い責昏は、心には触れず、人間精神

の思想に厳しく触れる。」

熱帯ブラジルのオリエンタルな官能性が感覚を刺激し、心 (el coraz6n)と

結びつく恋愛などの感情を掻き立てるのに対して、アルゼンチンの過酷な嵐を

予告する責昏は、人間精神 (la mente humana)と その生み出す思想に働きか

ける。これはもちろん、18-19世紀欧米文化を特徴づける、崇高美学に基づく

発想である。興味深いことに、エレディアの代表作「ナイアガラ」においては、

ナイアガラ瀑布を見ながら故郷キューバに思いをめぐらす詩想は、キユーパの

シンポルとして想起された椰子や銀梅花、薔薇といった南国の自然を契機に、

後者を怠惰と結びつけて否定し、前者を崇高美学に基づき称揚するという展開

を見せていた。「ナイアガラ」執筆当時のエンディアが、スペイン支配下にとど

まったキューバにおいて独立運動に加わったため亡命の身になっていたことを

考えると、このくだりでは詩想が修辞的な表現に引きずらオヽ 政治的現実と矛

盾を来していたと考えられる・ 。一方「第3歌」においては、官能的な熱帯に

して怠情な生活へとマルモル=カルロスを誘う平和なプラジルと、ロサス政権

による弾圧という過酷な政治状況が厳しい自然環境によって象徴的に表現され

るアルゼンチンの対比、そして崇高美学に基づく後者の賞賛は、美学的にも、

ナショナリズムの面からも首尾一貫したものとなっている。

つ
花方寿行「我らが大地―-19世紀イスパノアメリカ文学におけるナショナル・アイデンティティ

のシンボルとしての自然描写」ll12頁 参照。
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続く詩連においては、同じエレディアの「嵐の中で En una tempestad」 の影

響を窺わせる、嵐の中で崇高美学に基づき神へと思いを寄せるくだりを含む具

体的な嵐の描写がなされるが、それと入れ替わりながら、嵐に苦しめられなが

ら懸命に耐える動植物や大地によってロサス政権下で弾圧に喘ぐアルゼンチン

を象徴的に表現する部分が現れる。

だが嵐が過ぎ去った後に現れる平和な大地も、決して豊かなものではない。

“Hasta que al h su esplendOЮsa L熱,/(..)/muestra desde las puemぉ
del昴 ente/eipoderso rey de L mmana./y Con los rayos de su luz fulgente

/10S Vanes y las rocas engalana/de eSa naturaleza`=da髄 ら/baJo el ce壺 t

azul de mediodfar(69)

「遂にその輝ける額を、(中略)東方の戸日から、朝の強大な王が覗かせ、
その不毛で冷たい自然の谷と岩を、真昼の青き天頂の下、その日眩めく光

線で飾り立てるまで。J

平和が回復されてもなお、マルモルにとってアルゼンチンの自然環境は「不

毛で冷たい」ものである。にもかかわらずこの荒涼たる大地こそが、アルゼン

チンのシンポルであり、かつ愛国心の源泉として称揚されるのだ。

“iVeneracL免 en,,derra sagrada,/sh mclntes de orO;poderosa en Glo`J
/(¨ )/( )(A)bri6 1a historia/a las aitas naciones reservada,/y el angel

escttbi6 de la victOria://TUS PUEBLOS CRECERAN BAJOヽ 41S ALAS/

■ERRA DESNUDA DE RIQUEZA Y GALAS"(69)

「崇められてあれ、聖なる土地よ、責金の山を持たぬが、栄光に力強き土

地よ !(中略)(神 は)高貴なる国々のために取り置かれた歴史を開き、勝
利の天使は記した

一―そなたの住民たちは我が翼の下で成長するだろう、富と華飾を何一つ

持たぬ土地よ、と。」(括弧内引用者)

ここでは自然環境が、祖国の概念と分かちがたく結びつけられている。とは

いえその結びつけは独特である。ベリョが称揚する祖国 (アメリカ大陸、こと

に熱帯地方)は、アメリカ大陸固有の話彙を用いながらも、新古典主義的な理
想的田園として描かれていた。これに対してマルモルが祖国の自然環境を評価
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するのは、それが「不毛で冷たい」過酷なものであり、しかも地下資源にも乏

しいからである。しかしやはリパンパの過酷な環境をアルゼンチンの特徴的風

土と見なしたサルミエントとは異なり、マルモルは風土が住民の生活条件を、

そしてそれを通じて心性を形成してゆくという風土決定論を展開するわけでは

ない
・0。 マルモルにとって♯、アルゼンチンの自然環境の過酷さ・不毛さは、ア

ルゼンチン人の精神をそれに従えるようにして決定する要因ではない。むしろ

プラジルの自然と比較した場合に分かるその「豊穣さ」の「欠如」こそが、人

間精神をして自然への怠情な従属から解放し、行動と成長へと刺激してゆく利

点なのだ
°
4。

一方「第 6側 に付された「嘆願」では、詩人は亡命者として故郷に思いを

馳せる。注目すべきは、「第 3歌」ではプラジルとの対比において政治的メタ

ファーと混ざりながらその不毛さや過酷さが言及されるだけだらたアルゼンチ

ンの風土が、ここでは視党的な描写を通して提示されていることである。

冒頭 3連において詩人は「魂の精」に呼びかけ、物理的に見ることの不可能

な故郷の風景を精神の力で「見」させてほしいと訴える。

“Espmtus del」 ha que conduds la mente/cOn ttteHosas nlnO m6s呵 OS

del presente/m由 ●OS de las∞ sas que nuestros● os Ven;/(・ )//Vtt y
arrebatada血 詭ma Fantast/que legue en vuestas alas hasta h pa血面

/traS las Oscuras Юcas que mro en con憮血 ./(¨ .)//Arrebatadme● 血

para poder de hh● oS/reverendaria terra que megan a l■ is●os,/emperO

que es血 patta la dcha dご 血 肛"(181)

「神秘的な翼で現在より彼方、我らの日の見る事物の彼方へと、精神を導

く魂の精よ (後略)。 来たれ、そして我が傷つきし幻想がかき攪われ、混乱

のうちに我が今見やる暗き岩を越えて、そなたの翼にのり我が祖国全と着

かんことを。(中略)我が魂をかき盤い、我が日には見る幸福が拒まれてい

るが、それでも我が祖国である土地を、脆き崇めることを許せ。J

"も っともマルモルの長編小説『アマリアJにおいては、サルミエントの「フアクンドJにおいて

と同様、ガツチヨの気質がパンパによつて形成されると主張されている。スZα″らpp 574 575

参照。
｀
アルゼンチンの自然環境の描写を祖国の政治状況のメタファーとして用いる手法は、カルロスが

反口,ス活動のためアルゼンチンに帰国する直前に議うという設定の最終「第12判 でも用いら

れている。
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視覚への言及の多さは、この引用からでも容易に「見て」取れるだろうちさ

らに第 3連後半では、視覚を遮る岩の向こうには、「処女なる詩の壮麗な風景 de

宙rgen poesia magnfacOs paisttes」 (181)力'広がるとされて
いる。プリエトはこ

の詩が「名付け、日録に記入し、国土 (アルゼンチン)の地図をその全領域に

広げようとする」(括弧内引用者)試みであると指摘するが
・5、 ここには同じ試

みをアメリカ大陸規模で行おうとしたベリョの「詩神への誘い」の響きも感じ

られる。しかし「詩神への誘い」から20年が経過しているにもかかわらず、ア

メリカの風景を詩に詠われたことのない処女地としているのは、「アメリカ」に

おけるのと同様のアナクロニズムである。

さて、想像力を通して故郷の「風景」を見ようとする詩人が最初に描き出す

のは、パタゴニアの遊牧先住民の姿である。ここでは先住民は、「虜囚」や『ファ

クンドJにおいてと同様、自然の一部として扱われているが、この2作とは異

なり、先住民と自人入植者の衝突は存在しないかのように描かれている。

γ luego como d mento cruzar商 Ⅲ面 mた /Su“血 ―los ttertos_lSiC]

do queda solarnente/de Am6rica su madre la fonna oigha1//Su pama_

los desiertos_de cuya vasta oⅡ lla/m oS6■ mお adelante la gente de Cas‐

dlla/para matar sus hloS en nOmbre de la cr厖 "(182)

「そして続いて (先住民が)風の如く素速く彼らの祖国――荒野――を横

切るのが (見えるが)、 そこにはただ母なるアメリカの原初の形相が残って
｀
いる。彼らの祖国=―荒野―一、その広大な岸から先へは、カスティーリャ
の人々は、十字架の名の下に彼らの子等を殺すべく、あえて進もうとはじ

なかった。」〈括弧内引用者)

繰り返し「荒野」への言及が為されるが、ここではエチェベリーアやサルミ

エントのディスコースとは異なり、「荒野」は征服=植民を誘う空自としては提

示されていない。むしろ「荒野」は征服を免れた先住民の「祖国」であり、ス

ペイン系入植者の歴史から切り離された、独自の非歴史的空間を形成している

のである。とはいえマルモルのディスコースを、相対主義的に先住民の土地へ

の権利を認めるものと見なすことはできない。「彼らの祖国」は、詩人が見よう

s Prieto, Adofo. ,os mbJ'.ras ingl"-se, f lz ,rn6g.naia de la litemtu.a alge rina rcn-1850, F 172. *
ffi"
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とするアルゼンチンという「祖国」の風景の、それも真っ先にイメージされる

一部なのである。アルゼンチン国内にあるが、スペイン本国 (カスティーリャ

王国)の主導による植民活動が独立以前に行われていなかった不毛な「荒野」
に、先住民は自然の一部のように囲い込まれているのだ"。

広大な平原でもある「荒野」に続いて想起されるのは、これまたフンポルト

の三幅対の1つである、アンデス山脈である。アルゼンチン最南端のパタゴニ

アから描写を始めた詩人は、ここで視線を山脈沿いに北に向けることになる。

‐
Y pueda con ia mente llegar hasta la roca/dottde se quiebra el Andes y

en el Estrecho toca/de su cadena inmensa como`ltimo esiab6n /Y ver

sobre la tierra donde nacf a la vida/1a frente de los Andes quebrada y abati‐

da,/Jndendo a los desiertos honOr y aomiraCi6n."(183)

「そして精神によって、アンデスが砕けその巨大な鎖の最後の輪の如く、

(マゼラン)海峡に触れるところの岩まで至らしめよ。そして我が生へと生

まれし大地の上に、アンデスの砕け打ちのめされし額が、荒野に誉れと賛

嘆を捧げるのを見さしめよ。」(括弧内引用者)

パタゴニアと接する最も低い山並みからIILへ向かうにつれて、アンデスは高

さを増してゆく。

“Y pueda de una en otra por las mOntaflas largas/que elrayo de la aurOra

redben en sus bargaslsiC.“ bardas],/COrrer las cordineras que por mi pama

van,/hasta que uegue al pico soberbio de Aconcagua/dOnde fellllenta eter・

no.dentro profunda■agua,/para quemarlas nubes d sh Ⅲ J volC血′(183)

「暁の光をその断崖に受ける長き山々の1つからまた1っへと、我が祖国

をゆく山脈が走るのを (見)させよ。アコンカグアの傲慢な山頂に達する

まで、そこでは並ぶものなき火山が深き炉の中で、永遠に沸き立ち、雲を

焼いている。」(括弧内引用者)

筍プリエトはマルモルがパタゴニアを最初に取り上げなから、極めて皮相的な描写に留めた理由の

1つ として、当時ロサス政権が進めていた先住民討伐戦に関連して政権寄りの作家たちFF」行し

ていたパタゴニアの資料に依拠して描写を行うと、マルモルもこの討伐政策、ひいてはロサス独

裁政権を正当化しているように受け止められることを嫌った可能性を指摘している。あ″,p173
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フンボルトによるアメリカ大陸の特徴的自然の1つに相応しく、雪を頂くア

コンカグア山頂において、詩人は祖国への賛歌を歌い始める。

‐
Y cerca de los cielos,del criter a la orlⅡ ら/も obre la eterna nieve doblada

la rO価 ,/saludar6 enmsiasta la patda en que naci■ (183)

「そして天の近く、火日の縁に、万年雪の上に膝を折り、我が生まれし祖

国へ熱情を込めて挨拶をしよう。」

ここに至って、初めて詩人は「祖国」に挨拶をすることになる。冒頭におい

て詩人の船が浮かんでいる海は大西洋である。大西洋からパタゴニア、アンデ

ス山脈と、ここまで描かれてきたのは祖国の一部ではあるがそのものではない

場所、即ち祖国を取り巻く国境地帯だったのである。国境が視党によって確定

され、初めて詩人は祖国そのものへと向き合うことができる。そして以下 8連

にわたって詠われるのは、アルゼンチンの独立戦争における勲し、それもサン

=マルティンのアンデス越えに始まる「国際的な」勲しである。しかしサン=
マルティンの遠征にしばしば付与される汎アメリカ主義的なイメージは、ここ

では他のイスパノアメリカ諸国に誇るべきアルゼンチンの歴史的偉業というナ

ショナリスティックな位置づけによって、消し去られている。

国境が確定され (反ロサス運動が集中していたウルグアイをはじめとする東

部諸州との境界線が言及されていないのは重要である)、 国際的な愛国心のア

ピールが行われた後、詩人はまずアンデスから最も近い豊かな山岳地方、メン

ドーサに目を向ける。

γ en tantO que血 lira sobre Aconcagua loa/1os pueblos que salpican las

ondas de Balboa,/por el cl市 Oso blelo mi esメ rltu eSCumd;/y btte la mOn_

taha por la argentina grleta/que tOca con sus va■ es Mendoza la coqueta,/

b可。el dOSel dormida de su frondosa vid//Y alli sobre los campos Por

bendici6n opinos,/cubnendO mi cabeza duldsmlos racmos/oyendO de las

fuentes la arm6nica inquietud;/miando por el Andes bttar la Caravana/y

entrando por el llano la tropa tucumana,/COn cuerdas de mi patria resonar`

el la`d′ (185)

「そして我が竪琴がアコンカグア上で、バルボアの波 (=太平洋)が濡ら

す国々を褒め称える間に、傾きし氷の上を我が魂を滑らせよ。銀の亀裂 (=
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河)を通って山を下れ、河はその谷をもって、豊かに茂る葡萄の天蓋の下
に眠る、墨惑的な女性メンドーサに触れる。彼処では祝福を受けて豊かな

野の上、我が頭をいと甘き果房が覆い、泉の調和のとれた落ち着きなさを

耳にしながら、アンデスからキャラバンが降り、平原を通ってトゥクマン

の馬車隊が入るのを眺めつつ、我が祖国の絃をもち、リュートは鳴り渡る

であろう。」(括弧内引用者)

ここで言及されている太平洋岸の国々は、サン=マルティンが遠征で向かっ

たチリ・ベルーを指すはずだが、実際にはここに両国を讃える文章が挿入され

ているわけではない。「我が堅琴」が讃えるのは、先に述べたように「アルゼン

チン人」サン=マルティンの偉業のみである。続いて Fフ ァクンド』における

トックマン描写と同様、土地の豊かさが女性と結びつけられ示される。今回曇

惑的な女性 (la cOqueta)と して表象される地方はメンドーサだが、「トウクマ

ンの馬車隊」への言及が『ファクンドJを想起させる。ここでも『ファクンドJ
のトゥクマン描写や、前節で見た「第3歌」「第11歌」におけるプラジル描写と

同様に、土地が女性として表象されるのに続いて、その土地の女性が登場する。

γ acaso a sus soludos la esbelta mendocha/COn sus cabelos negros y tё z

alabastha,/dcltrovador al lado se acerca“ gentil( )"(185)

「そしておそらくはその音色に、黒き髪と雪花石膏の顔色のほっそりとし

たメンドーサ娘が、吟遊詩人の傍らべと優美に近づくだろう (後略)。」

詩人は続けて、他の地方へも詩想を広げる。

“Pぉeadme porlos v」 les,y al claro de鋤頭n astrO/nЮstradme esぉ laぃm●

cual platoF de alabastro/con aguas que enibian al pie del Lhar;/11evadme

hasta la Arauca sh nuedo que peligre;/( )//De Catamarca dca,de Salta

la glo● osa/11Wadme hasta los bosques donde la luz se embosalsic“embOs_

C〆 ];bttadme en esos ros que inc6gnitos est詭;/con lores de cien prados

t● edme una guirnalda,/y pues estoy dormido oon sue■ os de esmeralda,/

b■admё  a 10sjardines delた ml Tucuman′ (186‐ 187)

「我に谷々を逍逢させよ、そしていずれかの天体の明かりをもって、リマ

リ山の麓でぬるむ水を湛えた、雪花石膏の皿の如き、あの潟湖を見せしめ
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よ。危険を冒す恐れなくアラウカまで連れて行け。(中略)豊かなカタマル
カから、栄えあるサルタから、光が隠れる森まで連れて行け。未発見のま

まのその川で水浴びをさせよ。百の草原の花で我に花冠を編め。そしてエ

メラルドの夢を見つつ眠る我ゆえ、豊饒なトックマンの庭々へと下ろせ。J

続いて行われるトゥクマンの描写は、エデンの園やオレンジ、鳥、甘き酪町

への言及も含め、Fフ ァクンド』におけるものと酷似している。マルモルもまた

アンドリューズの旅行記を読んでいたことは、Fアマリア』第 2部第 1章で引用

を行つていることからも確認することができる
η
。

つeinamjJ espeso tto L ⅢsCa sombra/domiぬ redinadme sobre h

bttda arombra/de nardOs que coddan lasjarras del EdOn,/y cuando me

despierten las aves bacanales/cublertO me contemple por tuLpin y chalcs/

de azahares que cuallluvia de narattal ca`n[sic.]./(...)/Y vibratt mi lira

dulcisimos so面 dos/que embiaguen cual embrlaga los iwidos sentidos/1a

Mbica be■ eza que ostenta Tucumin(.)"(187)

「密に茂りしオレンジ林の涼やかな影の下眠り込みし我を、エデンの水差

しが切望する甘松の柔らかき絨毯の上に横たえよ。そしてバッカスのよう

に興じ騒ぐ鳥たちに起こされし時、チューリップや、オレンジ林から雨の

如く降る花のショールで覆われし我を見つめせじめよ。(中略)そ して我が

竪琴はいと甘き音を震わせ、トックマンが誇示する艶めかしき美しさが鋭

敏な感覚を酔わすが如くに、酔わすであろう (後略)。」

詩人はこの幸福なエデンのイメージを胸に、生まれ故郷であるプエノスアイ

レスに向かうよう、詩想に訴える。

“Bttad POr ias comentes que eI Parani desata,/y la(=nd Cuna)ha」 巌 is

ヤ
『アマリアJではヒロインがトゥクマン出身として設定され、 トゥクマンの自然描写がそのまま
アマリアという女性の描写に連続してゆく。ここには花方「風土・ジェンダー・テクストJで諭
した『フアクンドJにおける女性としてのトゥクマン描写の影響が窺われる。И滋 紘 pp 239
240参照。なおプリエ トは「アマリアJにおけるアンドリューズの「ヨ1用Jについて、実際に
は原奥の正確な引用ではなく、アルベルディが「描写的覚書Jで行つたアンドリューズの文章の
コラージュと、それをエチェベリーアカ嗅 詩「アベリャネー列 で引用したものに基づいている

と指摘している。Prlet″ α■,pp 176‐ 177参照。
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a oЁllas del caudaloso Plata/1a m`sica escuchando de su glgante voz/Aul

do se contemphn los claros ho五 zontes/y la rdrada hende sh tropezar con

montes/que tuerzan a 10s vientos en su mpem veloz′ (188)(括 弧内引用

者)

「パラナ河の放つ流れに沿って下れ、さすれば水量豊かなラプラタ河の岸

に、その大音声の楽を聞く我が出生の地を見出すであろう。開かれし地平

線が眺められ、素速き激しさをもって吹く風をねじ曲げる山々にぶつかる

ことなく視線が突き進む彼処にて。」

ラプラタ河に接して、平らなパンパに囲まれて存在するプエノスアイレスは、

しかしそれ自体は見られることがない。『ファクンドJにおいてと同様、ここで

もプエノスアインスは、それ自体は不可視のまま視線を周囲に向ける存在=主

体としてイメージされているのだ
総
。

「ndif donde levanta su frente dcscubierta,/como n〕 コ1la parada sobre ex―

tensi6n desiem/que mme cOn sus● os el CLcular confin;/crlmcl de extensa

pLza sobre ei nlarcado cen●Q/para血 rar si lega quien k 17endM al encuen‐

trQ/Pasea sus miradas el noble p。 ladh′ (188)

「人気のない広大さの上にとどまり円を成す地平を目で測る鷲の如く、彼

処に (プエノスアインスは)その露わにされし額をあげるξ広大な広場の

徴づけられた中心の上で、会いに来るはずの者が到着するか見るために、

高貴な勇士が視線を笏律わす如く。」(括弧内引用者)

「鷲」にせよ「勇土」にせよ、プエノスアインスの形態を示す表現ではない。

ベソョは「詩神への誘い」において、イスパノアメリカ全体の風出と歴史を描

きながら、最終的にその焦点を彼自身の故郷であるベネズエラの熱帯地方に合

わせていった。「嘆願」におけるマルモルの詩想もアルゼンチンー国のレベルで

同じ軌跡を辿っているが、焦点化されたブエノスアイレスは郷愁を持ってして

も視覚的に描かれるべき対象ではなく、サルミエントにとってと同様、あくま

でも不可視の理想、観念である。このため最後の2連は、ベリョとの比較にお

いて、極めて興味深いものとなっている。

電
花方「我らが大地J1992111買  参照。
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“Y luego al separarnos os pedir`una rosa/cuandO mi sien descanse b■ o

temprana bsa,/a oJlas de ese Phta que ttb mjuvenmd/〈 )̈//Esp五
“del alma que conducFs la mente/(¨ )/Venid y con mis suellos de lirios y

amapolas/11evadme hasta esas rOcas que miro tras las olas,/son rocas de

nu patⅡa:la patHa es el Ed`n′ (191-192)

「そしてそれから別れにあたりそなたら (魂の精)に一輪の薔薇を請うで

あろう、我が青春を凍てつかせしそのラプラタ河の岸辺で、我がこめかみ

が時期早き墓石の下に憩う時に。〈中略)精神を導く魂の精よ (中略)来た
れ、そして我が百合と雛署粟の夢と共に、波の彼方に我が見るその岩まで

我を連れて行け。あれは我が祖国の岩にして、祖国はエデンなり。J(括弧

内引用者)

早世するであろう詩人は、若き日を過ごしたラプラタ河の畔に埋められる。

この展開はベリョの最初期の作品「アナウコ川 EI Anauco」 〈1810)に もみられ

た、新古典主義の常套句である。独立戦争勃発以前、ベリョがいずれ故郷カラ

カスを追われ生涯再び戻ることができなくなるとは予想もできなかったはずの

時期に書かれた「アナウコ川」においては、新古奥主義的な故郷の川畔に葬ら

れるファビオのイメージが、突如予言的に現れる謳い手である亡命者の心境と

対比されていた
・9。 一方「嘆願」においては、故郷の河畔に埋葬されるのは亡

命者であるカルロスーマルモルのはずだが、彼が現に亡命中であり、まだ故郷

に帰還していないという設定=現状が、新古典主義の典型をそのまま反復する
ことを妨げる。このため最後の連では飛躍が生じ、亡命者は故郷の河畔から再

び遠ざけられる。それだけではない。想像力の力を借りて今までアルゼンチン

の風土を自由に「見て」きたはずの詩人は、ここでは再び想像力に呼びかける

ものの、そこで求めるのは今自分の「見て」いる、その先の視界を遮る「岩」

まで自分を運んではしいということに限定されている。祖国は戻ることのでき

ぬ「エデンJ=失楽園であり、「岩」は少なくともその一部であるために、今や
障害物ではなく、肯定的な意味を持つに至っているのだ。

亡命を強いられた者が視覚的な祖国の描写によってその再征服をディスコー

ス上で行い、帰還を可能にする政治的変化を先取りするのは、ベリョの「詩神

"Bel● Andr`sOあ
`Gο
″ノセ膝 %Zθ i fb“

`●

Caracas:La Fundad6n Casa de Ben,1981(2a
ed),,6参 照。
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への誘い」や「熱帯地方の農業に捧ぐ」、サルミエントの「フアタンド』で行わ

れてきた作業であった
1゙0。「嘆願」はこの作業をほぼ一貫して行いながら、最後

の連において、その政治的意味を奇妙になし崩しにしてしまう。プエノスアイ

ンスが不苛視であるなら、この街は視覚描写によって支配することはできない。

亡命者としての自分の立場と、「不可視の見る主体」としてのプエノスアイレス

の政治的位員を、ディスコース上の往復運動によって巧みに結合してみせたサ

ルミエントは、亡命反ロサス自由主義者=ブエノスアインスによるアルゼンチ

ン́=パンパの再征服という図式を成立させた。しかしこの結合が行われていな

い「嘆願」においては、「見る主体」である詩人は、「不可視の存在」であるプエ

ノスアイレスを我がものとすることなく残される。再征服できるのは、自分に

見ることのできる、その外縁たる「岩」だけなのだ。

ヨーロッパ文学・博物学の伝統に則つた視覚描写によって、イスパノアメリ

カの風+・ 社会を自己占有しようとする試みは、かくして本来属している場所

として提示される「祖国」からの絶えざる自己疎外というメカニズムを内包し

ていることを露呈する。またフンポルトらのデイスコースに則り「エデジ」と

して提示されたアメリカ大陸は、そこから新たに始まる独立「イスパノアメリ

カ諸国」の歴史を想定し記述することを新生イスパノアメリカの作家たちに可

能にすると同時に、その定義上不可避的に記述者をそこから放逐する「失楽園」

でもある。この「エデン=失楽園」としてのアメリカというモティーフは一世

紀後、アレホ・カルペンティエルの F失われた足跡』において新たな結実を見

ることになる。

5.「第11歌」用語注におけるエキゾチシズムと汎アメリカ主義の揺らぎ

ベリョが「熱帯地方の農業に捧ぐ」において導入し、エチェベリーアが「虜

囚」につけ、20世紀初頭の「地方小説」においても活用されることになる語彙

集や注がこれらの作品において果たした役割につぃては、既に論文「我らが大

地」で詳述した
1゙1。

「巡歴者の歌』においても注は重要な働きを担っているが、

その役割は先行作品のものとかなり異なっている。ベリョやエチェベリーアの

注が、ある種の読者には分かりにくいと想定される単語の意味や、その指すも

・Ю
花方 前掲書 第2章 第5章 参照。
H同
上書 66‐ 69,148‐151頁 参照。
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のの来歴を簡単に紹介する辞書的な働きをしているのに対して、マルモルのつ

ける注はしばしば数頁にわたる長大なものであり、本編に挿入された独立した

エッセイの体をとつている。

自然との関係で重要なのは、プラジルを扱った「第11歌」に付けられたもの

である。例えばカルロスの過去の登山体験を回想する第 2部に登場する「ティ

ジュカ山」に付けられた注は3ベージにもわたり、まずティジュカ山の地理学

的な位置づけ、リオやコルコプァードとの位置関係を示す。続いてマルモルは

次のような批半」を想定する。

“Sё que se acusara de exceslvo el entuslasmo con que pinto las bellezas de

algunos cuadros de la naturaleza en el Brasi1 2C6mo hablar dela ThJuCa

cuando existen ios Andes,de la cascada de aqu`lla cuando existe la delヽ ■4‐

garar(303)

「プラジルの自然の幾つかの絵の美しさを私が描くに際して示した情熱が

大げさだとの批判を受けるだろうことは承知している。アンデス山脈があ

るというのにどうしてティジュカ山について語れようか、ナイアガラがあ

るというのにティジュカ山の滝のことが語れようか ?」

絵画的な比喩の使用については、改めて注意を喚起するまでもないだろう。

アンデス山脈やナイアガラヘの言及は、これらが既にアメリカ大陸の自然を謳

う際の文学的なトポスとして定着していることを示唆している。マルモルは、

大きさからみればプラジル (リ オ近郊)の自然がこれらに比肩しうる壮大なも
のではないことを認める。しかし自然の美しさや新奇さ (nOvedad)は大きさ

に依るのでも、それ自体のオリジナリティに依るのでもなく。自然を見る者の

想像力にあるのだと主張する (303-4)。

“Y para un hJo de Buenos Alres,cuya mirada estt habituada a sumergirse

en los hoHzontes,atravesando la inrnensidad de los desiertos sh encontrar

m^obsttШlos que los acddentes de la attfera.son ulu noved4 sh d載 L
las rnontanas que hacen alzar su cabeza sobre los vales del Bras」 :nO unpo,

ta que no 10 alcen tanto como las de nchincha.de Cayambё  o de Chimbora―

zoイ (304)

「プエノスアインスの子、そのまなざしが気象的偶発事以外の障害物に出
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会うことなく荒野の広大さを突っ切り、地平線へと没してゆくことに慣れ

ている者にとって、プラジルの谷の上に頭をもたげる山々は、疑いもなく、

新奇なものなのであるもピチンチャ山や、カヤンベー山やチンボラッソ山

ほど高くもたげていないことは重要ではない。」

ここではアルゼンチン人であるマルモルにとってプラジルの自然が持つ、エ

キゾチックな魅力が強調されており、そこで対比される「そのまなざしが気象

的偶発事以外の障害物に出会うことなく (中略)地平線へと没してゆくことに
に慣れている者」というパンパの住民像は、サルミエントが『ファクンド』で

示したものと共通する
・12。 ここではプラジルの自然環境の「独自性」力`比較に

よって維持されながらも貶められ、一方でそんなプラジルの自然環境に魅力を

感じるアルゼンチンの自然環境の特殊性が、比較によって強調されている。し

かし次の段落では、アメリカとヨーロッパを対比させるベリョ以来の図式を持

ち出すことによって、マルモルは自分を同じアメリカの人間としてプラジルの

側に置きながら、ヨーロッパ人も否定できないものとしてプラジルの自然の美

しさを強調する。

“Ninguno de los vijeros europeos que ha visitado el Janeiro7 ni aun aque

■os que se han mpenadoも、por ese pmdto de despredar a b」 mでiCa que

respra tanto en las Obras de sus途 itadores de Europ● en presentar btto feOs

colores la flsonom`a del Bras■ ,se han atrcヵ ido a negar el bello sorprendente

de la naturaleza del Janeiro"(304b

「ジャネイロを訪れたことのあるヨーロッパ人旅行者の誰一人、ヨーロッ

パからの訪問者たちの作品にかくも息づいているアメリカ大陸を軽蔑した

いという止み難き欲求のために、プラジルの様相を醜い色彩の下に提示し

ようと最も努力した者たちですら、ジャネイロの自然の驚くべき美しさを

否定しようとはしなかったのだ。」

マルモルはアメリカ大陸熱帯地方の地誌・政治・歴史について記録を残したく

ウィリアム・ガスリーとヒヤシジス・ラングロアの著作に言及し、熱帯地方に

ついて極めてネガティプな記述をしている彼らですら、リオ周辺の自然を讚え

12 Sa―Ⅲ q Do―gO Faslエ ル磁 αυ″続 昴 ッ
"転
れ ,78
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る文章を残しているとする。引用によってこれを確認した後、その大きさでは

なく美しさゆえにプラジルの自然は謳われるに値するのだという主張が繰り返

される。バイコンを引用しながら自然の美しさを讀えつつ、この注は終わる

(304-305)。

この注においては、汎アメリカ的アイデンティティとアルゼンチン・アイデ

ンティティ、ヨーロッパに対する対抗意識とヨーロッパを参照することによっ

て自己正当化を図るディスコースの揺れが、如実に表れている。マルモルがプ

ラジルをエキゾチックに魅力的に描けるのは、プラジルがアルゼンチンとは異

なる自然環境を持つ異国だからである。しかし同時にマルモルは、ヨーロッパ

人によって貶められてきたアメリカの自然環境の魅力を、同じアメリカ大陸の

住民として我がもののように訴えてもいる。しかもそのアメリカの魅力は、こ

の地を軽蔑しているとされる当のヨーロッパ人の科学的・文学的記述を引用す

ることによって、正当化されるのである。こうした揺れ動きがマルモルー人の

ものではなく、ベリョ、エンディア、エチェベリーア、サルミエントといった

イスパノアメリカ作家に共通するものであることは、既に論文「我らが大地」

で論じてきたとおりである。

一方「ポタフォゴ」に付けられた3ページにわたる自注では、コルコヴァー

ドについての地誌情報に続いて、ポタフォゴという地名の出来について、引用

を連ねながら考察が行われている。リオを取り巻くとはいえ詩本文には登場し

ない土地とそれにまつわるエピソードを紹介しながら終わるこの注は、先のティ

ジュカ山に付されたものと同様、ベリョの博物学的注やエチェベリーアの語彙

集に連なる、「固有のもの」を記録する補遺としての役割を担っている。しかし

マルモルは、時には同じアメリカ大陸ということで連帯感を表明しながらも、

ここでは基本的にプラジルを異国として扱っている。このため「ボタフォゴ」
への注は、ヨーロッパ人作家の手になるものであるとしても全く不思議のない

ものとなっている。

「第11歌Jに付けられた自注は、この他にもプラジルの地理・歴史・風俗につ
いてマルモルの見聞や調べた結果をまとめたものがあり、先に論した2つ と合

わせると、計17ページにも及ぶ。あたかも独立したエッセイのような様相を呈

するこれら長文の注は、本文を補完する形で多角的にプラジルを描き出すこと

を目的としている。作者の実体験に基づき、対象となる地域に関するより詳細

な情報を注として挿入するという形式は、バイロン『チャイルド・ハロルドの

巡歴』、特にその第 1歌 。第 2歌において用いられているものを踏襲している。
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しかしパイロンの注が、『チャイルド・ハロルドJ全編を通して、あくまで作

者と想定読者にとって異国である地域――スペイン、ポルトガルからギリシャ、

ローマーーに関するものであるのに対し、マルモルの注はプラジルに限定され

ていない。「第 1歌」には3ページ半ほどのアルゼンチン史に関する注が付けら

れており、「第12歌」にはロサス弾劾文やマルモル自身の旅程、本文中で行われ

た引用についてのコメントなど雑多な文章が、 5ページの注として付けられて

いる。アルゼンチンに関する注の場合、紹介する重要性を感じながらも本文に

うまく組み入れられなかったと覚しき資料や歴史説明が大部分を占めているが、

これは後に書かれる小説『アマリア』に付けられた注と同じである。F《藤者の

歌Jでも『アマリア』でも巻末に近づくにつれて注の量が極端に増加しており、

マルモルの関心が作品をまとめ上げることを離れ、直接的にアルゼンチンの歴

史を記録したり、ロサス政権を批判することへと移行してゆく様子が見て取れ

る。

作者および想定読者にとっての「異国」(プフジル)を紹介する役割を果たす

情報と、作者にとっては「祖国」である地域 (アルゼンチン)に関する情報が、

『巡歴者の歌』では同じ「注」としてではあるが、はっきりと分かれて収められ

ている。ここではヨーロッパに対して「異国」としてのアメリカの特徴を紹介

しつつ、新生イスパノアメリカ諸国のアイデンテイテイを形成するアーカイプ

をまとめ上げようとするベリョ以来のイスパノアメリカ文学における注・語彙

集の機能が備えていた矛盾が、注ごとに役割が切り離されることで結果的に解

消されているのである。

6.結語

「巡歴者の歌Jの 自然描写は、以上みてきたように、ナショナル・アイデン

ティティと結びつけて論じられるものだけでも多種多様であり、先行するイス

パノアメリカ諸作家や、彼らが依拠したヨーロッパ作家のデイスコースを敷衛

しながら為されている。それに加えて、政治的要素を欠くため本論文では扱わ

ないが、「第4歌」に付された「暗夜 La noche oscura」 では、ワーズワース的

な汎神論的自然観を表明してもいる。

この多様さこそ、質的なばらつきはあるものの、この作品がイスパノアメリ

カ。ロマン主義詩における自然描写の集大成と見なされる所以である。しかし

同時に、詩として表現しきれなかった部分が、時にはバランスを崩すほど大量
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の注として添えられているところに、形式と内容の間に不一致が生じ始めてい

ることが表れている。ロマン主義詩の黄金時代とは、その定型が普及する一方

で、その表現形式としての可能性が限界に達しつつあった時期でもあるのだ。

こうした状況下にあって、19世紀イスパノアメリカ文学は、依然ロマン主義

の流れに属しながらも、詩から小説へとその中心的なジャンルを移してゆく。

マルモルにしても、現在代表作としてより高く評価され分析の対象になってい

るのは長編小説 rアマリアJであり、「巡歴者の歌』はその陰に隠れてしまって
いる。詩が書かれなくなったゎけでも、読まれなくなったわけでもない。しか

し後世から見ると、新たな文学表現の可能性を切り開く主役の座は、19世紀前

半の詩から後半の小説へと明け渡されつつあったのである。
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